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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２５】
　説明の目的のために、上記説明は、本発明の全体的な理解を提供するように具体的な述
語を使用した。しかしながら、当業者にとって、具体的な詳細は、本発明を実施するため
に必要とされないことが容易に理解できる。従って、本発明の具体的な実施形態の上記説
明は、例示および説明の目的のために提示されている。それらは、網羅的であるように意
図されず、または本発明を開示された精確な態様に限定するように意図されず、明らかに
、多くの変更およびバリエーションは、上記教示を考慮して可能である。実施形態は、本
発明の原理およびその実際のアプリケーションを説明するために、選択および説明され、
それによって、実施形態は、当業者が、熟考された特定の使用に適するように、様々な変
更と共に、本発明および様々な実施形態を最もよく利用することを可能にする。以下の請
求項およびそれらの同等物は、本発明の範囲を規定する。
　なお、本発明は、実施の態様として以下の内容を含む。
〔態様１〕
　ネットワークスイッチであって、
　該ネットワークスイッチは、
　トライの階層の中の個々のトライの交互的テーブル表示を格納するように構成可能なメ
モリと、
　プレフィックステーブルプロセッサであって、
　該プレフィックステーブルプロセッサは、
　　入力ネットワークアドレスを用いて、該個々のトライの該交互的テーブル表示に並列
でアクセスし、各交互的テーブル表示において最長プレフィックスマッチを検索して、ロ
ーカルプレフィックスマッチを得ることと、
　　該ローカルプレフィックスマッチから最長プレフィックスマッチを選択することであ
って、該最長プレフィックスマッチは、関連付けられた次のホップインデックスベースア
ドレスおよびオフセット値を有する、ことと
　　を行う、プレフィックステーブルプロセッサと、
　該メモリ内の次のホップインデックステーブルにアクセスし、該次のホップインデック
スベースアドレスおよびオフセット値を用いて、次のホップテーブルポインタを得る次の
ホップインデックプロセッサと、
　該メモリ内の次のホップテーブルにアクセスし、該次のホップテーブルポインタを用い
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て、目的地ネットワークアドレスを得る次のホッププロセッサと
　を含む、ネットワークスイッチ。
〔態様２〕
　前記交互的テーブル表示は、選択されたトライノードを識別するスパースモード表示を
含む、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様３〕
　前記スパースモード表示は、分岐識別およびストライド値を含む、態様２に記載のネッ
トワークスイッチ。
〔態様４〕
　前記交互的テーブル表示は、選択されたトライノードを識別するビットマップを有する
ビットマップモード表示を含む、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様５〕
　前記ビットマップモード表示は、分岐識別およびストライド値を含む、態様４に記載の
ネットワークスイッチ。
〔態様６〕
　前記交互的テーブル表示は、トライの底部において選択されたトライノードを識別する
リーフプッシュ表示を含む、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様７〕
　前記リーフプッシュ表示は、分岐識別およびストライド値を含む、態様６に記載のネッ
トワークスイッチ。
〔態様８〕
　前記プレフィックステーブルプロセッサは、決定論的ルックアップ待ち時間を有するハ
ードウェアリソースである、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様９〕
　前記交互的テーブル表示は、同じテーブルにおける異なるパケット種類を有するテーブ
ルを含む、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様１０〕
　前記異なるパケット種類は、ＩＰＶ４パケットおよびＩＰＶ６パケットを含む、態様９
に記載のネットワークスイッチ。
〔態様１１〕
　前記プレフィックステーブルプロセッサは、リモートホストに対する最長プレフィック
スマッチと、直接に取り付けられたホストに対する正確なマッチとを識別する、態様１に
記載のネットワークスイッチ。
〔態様１２〕
　前記プレフィックステーブルプロセッサは、同じテーブルにおいて、リモートホストに
対する最長プレフィックスマッチと、直接に取り付けられたホストに対する正確なマッチ
とを識別する、態様１に記載のネットワークスイッチ。
〔態様１３〕
　前記次のホップインデックスプロセッサは、等価コストマルチパスルーチィングを容易
にするために、次のホップテーブルエントリのブロックを処理する、態様１に記載のネッ
トワークスイッチ。
〔態様１４〕
　前記ブロックは、最大で１０２４個のパスを識別する、態様１３に記載のネットワーク
スイッチ。
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